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Ⅰ 中央監視の紹介 

中央監視システムのコンセプト 

 

 設備監視を少人数にて的確に把握 

 

 監視装置を誰でも簡単に操作できる操作性を実現  

 

 設備を敏速かつ正確に管理 

 

 設備のエネルギー管理の容易化 

 

 
  ※設備・・・空調、電気、ユーティリティ、他 
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顧客へのセールスポイント 

 汎用PCでWindowsを用いるため、エクセルやメールを操作
するように、誰でも簡単に監視の操作が行えます 
 

 汎用ＰＣや汎用ＰＬＣを使用しているため、システム全体を低
価格でシステムを供給できます 
 

 他社システムは機能別にオプションがありますが、 
弊社では全て基本ソフトで提供します 

 

 客先の運用に合わせ、機能をカスタマイズできます 

 

 弊社のシステムは、各種ネットワーク規格に対応し、他社設
備（電気・純水・排水設備等）の情報を取り込むことが出来ま
す。（ハードウェア・配線工事の省力化が図れます） 
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中央監視の特長 

計測したデータは蓄積されており、分析が行えます 

 １分単位のデータ、各種帳票のデータを蓄積 

 変化が激しい計測値については１秒単位のデータも蓄積 

 中央監視導入時より全てのデータを蓄積 

 500GのHDDの場合、10年のデータを保持 

 

蓄積されたデータから、エネルギー使用量の見える化 

 工場全体のエネルギー管理 

 データ分析により、運転の最適化や省エネ対策の立案 
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中央監視システム画面例 

見やすく、操作しやすい画面 

 フロー図や平面図は色分けして表示 

 運転状態などの一覧画面は大きな文字で表示 
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中央監視システムの構成 

監視サーバは二重化冗長 

 制御系・待機系の２台のPCにより監視 

 制御系PCの故障時には、待機系PCにて監視を継続 

 制御系ＰＣのみでの監視も行える 

 

複数のエリアで監視 

 クライアントPC 

監視サーバにて取得したデータは全て閲覧できる 

発停や設定など、監視サーバと同様に設備を操作 

最大２０台まで対応 

 クライアントごとに表示する内容に制限もできる 
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Ethernet （ LAN ） 

中央監視システム構成図（参考例） 



中央監視システムの拡張例 
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クライアント 

工場 A棟 

HUB 

PLC 

工場 F棟管理室 

HUB 

中央監視サーバ 
クライアント 

工場 B棟 

HUB 

PLC 

クライアント 

工場 E棟 

HUB 

PLC 

Ethernet （ LAN ） 

 

 複数の棟のデータを一元管理 

 各棟のデータは中央監視に送られ、一括で管理 

 各棟ではそれぞれ設置してあるクライアントにて監視 

（棟によりPLCのみや、クライアントのみといった接続もできます） 

 



Ⅱ 中央監視の活用事例 
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蓄積されたデータはCSVにて出力 

 CSV形式のファイルはMicrosoft Excel™をはじめとした各
種表計算ソフトが対応 

 様々なシステム評価に活用 



システム評価例 

  冷熱源評価 

蓄熱水評価 

外調機評価 

冷凍機出力 

冷凍機、冷却塔、ポンプ電力使用量 

ボイラー出力 

油、電力使用量 
温熱源評価 

冷水、蒸気、電力使用量 

総送風量 

夜間又は特別料金時の減額金額 
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中央監視システムの管理体系 

① 設備管理 

 設備の運転停止や、故障などの状態を管理 

 

② エネルギー管理 

 設備のエネルギー使用状況を管理 

 

③ 保全管理 

 設備の運転時間の管理や機器台帳管理 

 

④ データ管理 

帳票や１分データなどの表示、出力を管理 12 



① 設備管理 
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設備の発停操作 

 設備の個別起動 

 タイムスケジュールに応じての起動 

 グループ起動  

 

設備の運転状態や計測値の把握 

 フロー図や平面図から運転状態や計測値を把握 

 トレンドグラフ、高速トレンドグラフの表示 

 

瞬停、停復電時自動復帰システム 

 瞬停や停電時に設備に対して運転状態を復帰 



＜タイムスケジュール機能＞ 
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 設定した時間に基づき、自動で運転・停止制御を実施 

 曜日ごとに異なったスケジュールを設定 



＜設備の運転状態や計測値の把握＞  

＜機器シンボル例＞ 

緑  →  停止状態 

赤  →  運転状態 

黄色点滅 → 故障 
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 フロー図や平面図より、状態表示やグラフ表示 

 シンボルの色によって機器、計測値の状態が一目でわかる  



＜トレンドグラフ＞ 
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 現在より１年分のデータをグラフ表示 

 （過去画面を使えば導入時からの全てのデータを表示） 

 グラフは８点まで同時に表示し、表示・非表示の切り替えも可能 

 クリックした時間の計測値を表示 

 設備機器のON/OFFといった状態も計測値と同時に表示 



＜高速トレンドグラフ＞ 
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 1秒毎の計測値の変化をグラフ表示 

 変化速度の速い計測値（圧力、流量、室圧等）の瞬間的な計測値異常を記録 



＜瞬停、停復電時自動復帰システム＞ 
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瞬停処理 

 ２秒以下の瞬時停電が発生した際、復帰時に運転していた
機器に再起動をかけます 

 

停復電処理 

 停電が発生し停電が回復した際、自動または、手動で設定
してある機器を順次運転し、もとの運転状態に戻します 

 



② エネルギー管理 

設備のエネルギー量を把握 

 設備が使用しているエネルギー量を積算値にて把握 

 

設備ごとのエネルギーコストを把握 

 設備ごとにエネルギー使用量を取得でき、 

そこからエネルギーコストを算出 

 

 システム評価 

 冷熱源システムや温熱源システムといったシステムの評価を
ポンプ電力使用量などの情報より実施 
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電力デマンド表示 

 デマンドグラフにて、現在使用している電力量や 

３０分単位の電力量予測を行い、電力の使用状況を把握 

 高負荷時には予め指定した機器を停止し、電力量超過を防止 

 

＜電力量の把握＞ 
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設備ごとのエネルギー使用量 

 中央監視にて蓄積されたデータはExcelにて操作が行える形 
（CSV形式）で出力 

 帳票の日合計や月合計の項目や、設備ごとの積算値から 
設備ごとのエネルギー使用量を算出 

 

 

 

＜設備ごとのエネルギーコストを把握＞ 
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 中央監視からエネルギー使用量の
データを出力し、Excelにて右に示す
ような計算表を用いて計算することに
より、設備ごとのエネルギーコストを
算出 

 

 

 

 



＜システム評価＞ 

－熱源評価 
 ・冷熱源システム 

 ・温熱源システム 

 ・蓄熱槽システム 

－外調機評価 

－循環系評価 

－生産冷却水、圧空、排水、純水システム評価  

 
  

 中央監視よりデータを出力し、Excelにて表、グラフの作成、及び 

各システムのエネルギー効率の評価を行うことができる 
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出力／入力で評価 

Excelで表、グラフを作成 
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③ 保全管理 

設備機器の機器台帳管理 

 

設備機器の稼働時間/運転回数による寿命の把握 

 

過去画面による設備機器の過去状態の把握 

 

警報発生時のメール通報 
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＜設備機器の機器台帳管理＞ 
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 機器台帳表示より、部品、仕様、能力等の状況を把握 

 機器台帳にはメンテナンス状況の書き込みにより、詳細を保存できる 



＜設備機器の稼働時間/運転回数による寿命の把握＞ 
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 運転時間、運転回数の状況把握 

 運転時間や運転回数は一覧表示や、CSVファイルで把握 

 故障履歴による状況把握 

 出力されたCSVファイルをExcelにて加工し、グラフ作成もできる 
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＜過去画面による設備機器の過去状態の把握＞ 

 指定した時間の各機器の状態と計測値を表示 

 フロー図や平面図にその時の状態を再現 

 導入時からデータを保持し、導入以降の日付であれば状態を再現 

 トラブル発生時の状態を再現できるため、原因追究に利用 

 気象条件が違う時（夏と冬など）を再現できるため、比較分析に利用 

現在の中央監視表示 

1年前の過去画面表示 



＜警報発生時のメール通報＞ 
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制御系 

PC 

待機系 

PC 

HUB 

UPS 

HUB 

メール通報用 

ルータ 

インターネット 

UPS 携帯電話 

 警報発生時に携帯電話などの端末にメールを送信 

 （メール通報にはインターネットへの接続が必要） 

 メールでは警報の発生時間、発生したポイントや計測値などが通知 

Subject: 中央監視警報発生  
警報発生 
警報件数 1 未通知件数 0  
2011/01/20 13:11:36, 【重大警報】, WLD015,受電地絡 (51GR1), 警報, 発生,    ,  
2011/01/20 13:11:52, 【重大警報】, ACA428, AHU-12 給気温度, 上限, 発生,    30.0℃,  

メール通報文面例 



④ データ管理 

帳票の自動作成 

 

 トレンドデータのCSV出力 

 

画面のハードコピー 
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＜帳票の自動作成＞ 
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 帳票として日報・月報・年報を毎日自動作成 

 作成された帳票は、CSV形式やPDF形式のファイルに出力できる 



＜トレンドデータのCSV出力＞ 
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 トレンド・高速トレンドデータはCSV形式で出力 

 出力されたデータはExcelにて操作・加工を行う 



＜画面のハードコピー＞ 
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 キーボードにて、PrintiScreenキーとF12キーを連続して押すことにより、 

画面のハードコピーを印刷 

 Adobe Acrobatの仮想プリンタ機能があるソフトと併用することにより、 

画面のPDF出力も行える 



Ⅲ 中央監視のカスタマイズ 

お客様に満足して頂ける中央監視システムを目指して 

 

お客様からの機能のご要望等に対し、できるだけ低コストで実
現できる事を目指して弊社では日夜研究開発に勤しんでおり
ます。 

 

今回ご紹介した機能のうち、過去画面やメール通報、機器台
帳といった機能は過去にお客様から頂いたご要望を元に機能
が追加されたものであり、お客様からのご要望は弊社にとって
もレベルアップの機会と捉え、常に前向きに対応させて頂いて
おります。 

 

機能の詳細やカスタマイズについては是非ご連絡頂きまして、
検討させて頂ければと思います。 
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